
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～2016 上半期(2016.4.1～9.30) ～ 
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未来を見つめ 西美濃の大地に根ざして 

       さまざまな人々に 豊かな恵みとうるおいを与えるＪＡ 

 

 
創 立   平成 11 年 7 月 1 日 

   本 店 所 在 地   〒503-0849  岐阜県大垣市東前町 955 番地の 1 
                       ℡0584-73-8111㈹ 

  事 業 区 域   大垣市、海津市、安八郡、養老郡、不破郡 
  総 資 産   5,871 億円 
  貯 金   5,401 億円 
  貸 出 金   727 億円 
  長 期 共 済 保 有 高   1 兆 3,116 億円 
  出 資 金   47 億円 
  組 合 員 数   正 21,271 人 准 19,903 人 
  役 員 数   理事 34 人 監事 6 人 
  職 員 数   827 人 
  常 用 的 臨 時 雇 用 者 数   162 人                 （平成 28 年 9 月 30 日現在） 
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経
営
理
念 

１．組合概要 

２．農業振興活動 

 帰農塾を開講しました！ 

 ＪＡにしみのでは、生産者の減少に歯止めをかけ、新たな就農希望者

を創出することを目的に、家庭菜園等基礎的な項目を学習する機会とし

て、本年度より新たにＴＡＣ（タック）が講師を務める『JA にしみの帰農

塾』を８月上旬から各区域において開講しました。 

農業に興味のある方や、現在すでに就農し新たな品目の栽培をお考

えの方など、現地での栽培技術はもちろん出荷調整方法まで、時期に

応じた研修を随時行っています。 

農業者の高齢化や後継者不足が進む中、新たな就農者を支援し、地

域農業の活性化を目指します。 

今後、春・夏野菜に向けても実施していきますので、お気軽にお申込

下さい。 

 

１ 

加工業務用野菜の機械化と加工品の開発を行ないました！ 

 担い手を中心として栽培が拡大している加工業務用野菜については、新たにタマネギ

収穫機の農機レンタルを開始し、収穫作業時間の大幅な削減を図りました。 

 また、収穫したタマネギを使用して、100％にしみの産タマネギを活用した『ＪＡにしみの

オリジナル ドレッシング・ソース』を企業と共同開発し、数量限定で販売しています。 
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＜スポーツ支援活動＞ 

 大垣市に本拠地を置き、日本女子リーグ 2 部に所属す

る大垣ミナモソフトボールクラブを支援しています。（当ＪＡ

には 3 名の選手が所属しています） 

 当ＪＡでは応援団を結成し、9 月 10 日、11 日に大垣市浅

中グランドで行われたリーグ戦には、役職員約 120 人がス

タンドで熱い声援を送りました。 
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４．地域貢献活動 

JA にしみのでは、安心して暮らせる豊かな地域社会を実現するため、食農教育をはじめとして、スポーツ支援、地域との

交流などさまざまな事業活動を通じて、地域貢献に取り組んでいます。 

１ 文化的・社会的貢献に関する事項 

＜地域交流活動＞ 

組合員、地域の皆さ

まとのつながりを深めよ

うと、農涼祭を 8 月 6 日

に開催し、約 3,000 人

の来場者で賑わいまし

た。 

＜食農教育活動＞ 

 次世代を担う子供たちに、「食」と「農」の大切さを知って

もらうため、農業体験活動を行っています。農業体験学習

会「ふれあいキッズクラブ」では、農作業の種まき・定植・

栽培・収穫作業と収穫した野菜を使用した調理実習ま

で、食と農の繋がりを学習しています。 

 また、女性部が大豆の普及と活用をすすめる「まめなか

な運動」として食農リーダー（ふるさと隊）が中心となり、小

学校などでの大豆栽培・豆腐作り指導を行っています。

  

 

＜生活支援活動＞ 

買い物に不便な地域の高齢者の生活支援を目的に、

大垣市上石津町の多良・時地区、関ケ原町の玉・今須地

区で新鮮な野菜、一般食品、生活日用品等の移動販売

を行っています。（移動販売車「絆～きずな～号」） 

4回目を迎えた今年は、名称を「納涼祭」から「農涼祭」

に変更し、地域とのつながり、「農」の魅力発信に重点を

置いたイベントを企画しました。 

＜情報提供活動＞ 

地域の皆さまの農業や暮らしに役立つ情報の提供と

して、管内の農産物の紹介や地産地消レシピなどさま

ざまな情報を広報誌「じゃん！」やホームページなどで

発信しています。 

ホームページアドレス http://www.jan.or.jp/ 

 この他、米の消

費拡大を進める料

理教室や生産者と

の交流なども行っ

ています。 

３．トピックス 

９月２０日、大垣市宮町（大垣駅前）のスイトスクエア大垣の一角に中部支店、ローンセンタ

ー中部店、ファーマーズマーケット中部店を新築移転オープンしました。 

 中部支店の支店内には、ローンセンター中部店を併設し、ローン相談の充実を図ったほか、

当ＪＡでは初めて全自動の貸金庫８０台を新設しました。 

ファーマーズマーケット中部店は、スイトアベニュー１階に入り、管内のファーマー

ズマーケットでは、初めてサラダ用のカット野菜を販売するほか、店外では、軽トラマ

ルシェを開催し、地元農産物の魅力を発信していきます。 

新規就農者支援として、平成 28 年度に就農された海津市のトマト生産者 3 名、大垣市の

イチゴ生産者 1 名に対し、県補助事業を活用した栽培用ハウスの建設など、就農準備にか

かる支援を実施しました。今後も県、市町をはじめ関係各機関と連携して、新規就農者支援

を継続して実施していきます。 

また、主食用米の需給改善と農業所得の安定のため、生産数量目標の深堀りを伴う飼料

用米への作付転換を提案し、作付面積が増加しました。今後、次年産の作付に向け、需給

動向を情報収集し、飼料用米の作付提案を行っていきます。 
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組合員の皆さまの大切な財産をお預かりする一方、資金を必要とする組合員の皆さまや地方公共団体へのご融資を行

うことで、農業の発展と安心して暮らせる豊かな地域社会の実現に努めています。 

貯金者別内訳 貸出先別内訳 

５．貸借対照表・損益計算書 

     (単位：百万円)

資産の部 負債・純資産の部 

 科  目 
金  額 

科  目 
金  額 

平成 27 年度 

（平成 27 年 9 月 30 日現在） 

平成 28 年度 

（平成 28 年 9 月 30 日現在）

平成 27 年度 

（平成 27 年 9 月 30 日現在） 

平成 28 年度 

（平成 28 年 9 月 30 日現在）

信
用 

現金・預金 420,850 424,232

信
用 

貯金 538,036 540,109

有価証券 57,061 56,638 借入金 320 285

貸出金 72,947 72,750 その他の信用事業負債 2,684 1,701

その他の信用事業資産 1,774 1,754

共
済 

共済借入金 63 71

貸倒引当金 △1,450 △1,214 共済資金 1,180 1,300

共
済

共済貸付金 63 71 未経過共済付加収入 898 875

その他の共済事業資産 2 1 その他の共済事業負債 6 3

経
済 

受取手形 2 1

経
済 

経済事業未払金 295 374

経済事業未収金 1,273 1,411 経済受託債務 687 827

経済受託債権 718 809 その他の経済事業負債 677 821

棚卸資産 359 362 雑負債 1,082 1,306

その他の経済事業資産 840 1,024 諸引当金 2,261 2,279

貸倒引当金 △84 △42 負債の部合計 548,194 549,956

雑資産 307 291 組
合
員
資
本

出資金 4,763 4,736

固定資産 9,636 9,777 利益剰余金 30,421 31,208

外部出資 19,624 19,139 （うち当期剰余金） （338） （347）

繰延税金資産 278 128 評価・換算差額等 825 1,237

    純資産の部合計 36,010 37,182

資産の部合計 584,205 587,139 負債及び純資産の部合計 584,205 587,139

 

１ 貸借対照表 

3 

２ 地域からの資金調達および地域への資金供給の状況 
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６．主要勘定の状況 

貸出金は、住宅ローンを中心に新規獲得に取り

組んだものの、通常償還等の減少を上回ることがで

きず、前年同月と比較して約 2 億円減少しました。 

貯金は、各種キャンペーンを行った結果、前

年同月と比較して約 20 億円増加しました。 

貯  金 貸 出 金 

預  金 有価証券 

（億円） 

（億円） 

（億円） 

（億円） 

有価証券は、国債等の満期償還により、前

年同月と比較して約 4 億円減少ました。 
預金は、信連定期預金を中心に運用し、前年

同月と比較して約 34 億円増加しました。 

4 

区    分 
金    額 

平成 27 年度（H27.4.1～H27.9.30） 平成 28 年度（H28.4.1～H28.9.30） 

信用事業 2,101 2,033 

共済事業 1,033 1,067 

購買事業 433 468 

販売事業 82 87 

その他事業 356 335 

指導事業 △63 △63 

事業総利益 3,944 3,927 

事業管理費 3,682 3,656 

事業利益 262 270 

事業外損益 148 155 

経常利益 411 426 

特別損益 △1 △0 

税引前当期利益 410 426 

法人税等 71 78 

当期剰余金 338 347 

２ 損益計算書 （単位：百万円） 
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７．損益の状況 

損益状況については、信用事業において前年同月を下回る結果となりましたが、共済・購買の主要２事業が

上回り、また、事業管理費を抑えることができたため、事業利益は前年同月比 8 百万円増加の 2 億 70 百万円

となりました。経常利益は前年同月比 14 百万円増加の 4億 26 百万円となり、当期剰余金は前年同月比 8百万

円増加の 3億 47 百万円となりました。 

（百万円） 

８．金融再生法開示債権（単体） 

１ 金融再生法に基づく開示債権 ２ 開示債権の構成比 

 資産の健全性を高めるため厳格な資産の自己査定を実施し、必要な償却・引当等の処理を実施しています。不良債権

等については、担保・保証等による回収見込額と貸倒引当金とで必要十分な保全を図っています。 

■用語解説 

破産更生債権およびこれらに準ずる債権・・・破産・会社更生等の事由により、経営破綻に陥っている債務者に対する債権です。 

危険債権・・・経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本利息の回収ができない可能性の高い債権です。 

要管理債権・・・「破産更生債権およびこれらに準ずる債権」と「危険債権」を除く 3 ヶ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権です。 

正常債権・・・債務者の財政状態および経営成績に特に問題のないもので、上記の区分に該当しない債権です。 

債 権 区 分 平成 27 年 9 月 30 日 平成 28 年 9 月 30 日 増減 

破産更生債権および 

これらに準ずる債権 
1,914 1,522 △391

危 険 債 権 607 481 △126

要 管 理 債 権 136 139 3

不 良 債 権 計 ① 2,658 2,144 △514

正 常 債 権 70,439 70,739 300

総 与 信 額 ② 73,097 72,883 △213

不良債権比率①/② 3.63% 2.94% △0.69%

注 1）金融再生法に基づく開示債権は、貸出金、債務保証見返、貸出金に準ずる仮払金、未収利息を対象としております。 

注 2）記載の計数は、次の方法により算出しています。 

①各債権区分額は、前年度末時点の自己査定に基づく債権分類を基準として、上半期（9 月 30 日）時点の残高に修正しています。②期

首から 9 月 30 日までの間に、債務者区分の変更が必要と認識した先については、9 月 30 日時点の債務者の状況に基づき債権区分を変

更しています。 

（単位：百万円） 
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１０．有価証券の時価情報 

注）有価証券の時価は期末日における市場価格などに基づく時価としています。 

 有価証券の運用にあたっては、貯金等の金利リスクの軽減および安定収益の確保を基本として、安全性を重視

し、国債・地方債を中心にポートフォリオ（分散運用の組み合せ）の構築を図っています。 

     （単位：百万円）

種 類 
平成 27 年 9 月 30 日 平成 28 年 9 月 30 日 

貸借対照表計上額 時価 差額 貸借対照表計上額 時価 差額 

国 債 9,225 9,682 457 6,124 6,789 665

地 方 債  23,687 24,563 875 24,504 26,094 1,590

政府保証債 202 204 1 307 348 41

社 債 2,920 3,001 81 3,956 4,016 60

合 計 36,035 37,451 1,415 34,892 37,250 2,358

①満期保有目的の債券 

     （単位：百万円）

種 類 
平成 27 年 9 月 30 日 平成 28 年 9 月 30 日 

償却原価 貸借対照表計上額 差額 償却原価 貸借対照表計上額 差額 

国 債 16,363 17,471 1,107 14,650 15,946 1,295

地 方 債  3,527 3,554 27 4,799 5,218 418

社 債 － － － 596 582 △13

合 計 19,891 21,025 1,134 20,045 21,746 1,700

②その他有価証券 

９．自己資本比率 

国内基準 4%

自主ﾙｰﾙ基準 8%

自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の

一つで、JA が保有する貸出金や有価証券等のリス

クがある資産に対して、出資金などの自己資本がど

れくらいあるかを示し、自己資本比率は数字が高い

ほど、一般に「体力」があるとされています。 

JA の場合は、JA バンクの自主ルール基準で 8％

以上の自己資本比率が義務付けられています。 

前年同月と比較し、利益剰余金等の自己資本の

増加により、約 0.3％上昇しました。 

注）上半期（9 月 30 日）の単体自己資本比率（推計値）は、前年度末のオペレーショナル・リスク相当額、上半期（9 月 30 日）の自己資

本額および信用リスク・アセット額（推計値）に基づき算出しています。なお、信用リスク・アセット額（推計値）については、一部の項

目について、前年度末の額を使用しています。 

約 20.3％（推計値） 約 20.6％（推計値） (％) 
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平成 27 年 9 月 30 日 平成 28 年 9 月 30 日 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本冊子に記載の金額は、単位未満を切り捨てて表示しており、金額が単位未満の科目については「０」で

表示してあります。そのため表中の合計、増減高および差額が一致しない場合があります。 

 

 

ご意見・ご要望がありましたら、こちらの 

メールアドレスまでお寄せください。 

アドレスはこちらです。


